
JP 2018-511399 A 2018.4.26

10

(57)【要約】
　漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空気接続組立体を
含む内視鏡と、内視鏡電気光学サブシステムであって、
内視鏡電気光学サブシステムと内視鏡とが電気空気接続
組立体において接続されるときに、内視鏡電気光学サブ
システムが漏れ試験ポートへのアクセスを妨げる態様で
、内視鏡電気空気接続組立体を介して内視鏡に接続可能
である内視鏡電気光学サブシステムと、電気空気接続組
立体において内視鏡に接続可能である電気空気アダプタ
であって、内視鏡の漏れ試験ポートに接続するための漏
れ試験ポートコネクタを含むアダプタ電気空気接続組立
体、内視鏡電気光学サブシステムを接続可能であるアダ
プタ電気ポート組立体、および空気ポートを含む電気空
気アダプタとを含む、内視鏡システム。
【選択図】図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空気接続組立体を含む内視鏡と、
　内視鏡電気光学サブシステムであって、前記内視鏡電気光学サブシステムと前記内視鏡
とが前記電気空気接続組立体において接続されるときに、前記内視鏡電気光学サブシステ
ムが前記漏れ試験ポートへのアクセスを妨げる態様で、前記内視鏡電気空気接続組立体を
介して前記内視鏡に接続可能である内視鏡電気光学サブシステムと、
　前記電気空気接続組立体において前記内視鏡に接続可能である電気空気アダプタであっ
て、
　　前記内視鏡の前記漏れ試験ポートに接続するための漏れ試験ポートコネクタを含むア
ダプタ電気空気接続組立体、
　　前記内視鏡電気光学サブシステムを接続可能であるアダプタ電気ポート組立体、およ
び
　　空気ポート
　を備える電気空気アダプタと
を備える、内視鏡システム。
【請求項２】
　前記空気ポートが空気コネクタ組立体を含む、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記電気空気アダプタが、前記電気空気接続組立体において前記内視鏡に取り外し可能
に接続可能である、請求項１または２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記漏れ試験ポートが前記内視鏡の内部容積と連通している、請求項１から３のいずれ
かに記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記電気空気アダプタが、
　前記内視鏡の電気コネクタに接続するための電気コネクタと、
　前記内視鏡電気空気接続組立体に接続するための空気コネクタ部分と、
　前記漏れ試験ポートに接続するための漏れ試験ポートコネクタと
を備える、請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記内視鏡がバルーン内視鏡であり、前記内視鏡システムが、
　前記空気ポートに接続されるバルーン膨張／収縮サブシステム
をさらに備える、請求項１から５のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記バルーン膨張／収縮サブシステムが、前記アダプタの前記空気ポート、前記内視鏡
の前記漏れ試験ポートおよび内部容積を介して前記バルーンの膨張および収縮を実現する
ように適合された、請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記アダプタ電気空気接続組立体、前記アダプタ電気ポート組立体、および前記空気ポ
ートが、相互に異なる角度で方向付けられるように、前記電気空気アダプタが構築される
、請求項１から７のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記電気空気アダプタが、前記内視鏡の前記漏れ試験ポートを、前記アダプタの前記空
気ポートに空気式に接続する導管を備える、請求項１から８のいずれかに記載の内視鏡シ
ステム。
【請求項１０】
　前記アダプタの前記空気ポートが、漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮サブシステム
のうちの少なくとも１つに固定式に接続されている、請求項１から９のいずれかに記載の
内視鏡システム。
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【請求項１１】
　前記空気ポートに接続された漏れ試験器をさらに備える、請求項１から５のいずれかに
記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記バルーン膨張／収縮サブシステムが、前記空気ポートに取り外し可能に接続される
、請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空気接続組立体を含む内視鏡と共に使用するための
電気空気アダプタであって、前記電気空気アダプタが、前記電気空気接続組立体において
前記内視鏡に接続可能であり、
　前記内視鏡の前記漏れ試験ポートに接続するための漏れ試験ポートコネクタを含むアダ
プタ電気空気接続組立体と、
　アダプタ電気ポート組立体と、
　空気ポートと
を備える、電気空気アダプタ。
【請求項１４】
　前記空気ポートが、空気コネクタ組立体を含む、請求項１３に記載の電気空気アダプタ
。
【請求項１５】
　前記電気空気アダプタが、前記電気空気接続組立体において前記内視鏡に接続可能であ
る、請求項１３または１４に記載の電気空気アダプタ。
【請求項１６】
　前記漏れ試験ポートが、前記内視鏡の内部容積と連通している、請求項１３から１５の
いずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項１７】
　前記アダプタ電気空気接続組立体が、
　前記内視鏡電気空気接続組立体に接続するための空気コネクタ部分と、
　前記漏れ試験ポートに接続するための漏れ試験ポートコネクタと
を備える、請求項１３から１６のいずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項１８】
　前記内視鏡がバルーン内視鏡であり、
　前記電気空気アダプタの前記空気ポートがバルーン膨張／収縮サブシステムに接続され
る、請求項１３から１７のいずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項１９】
　前記バルーン膨張／収縮サブシステムが、前記アダプタの前記空気ポート、前記内視鏡
の前記漏れ試験ポートおよび内部容積を介して前記バルーンの膨張および収縮を実現する
ように適合された、請求項１８に記載の電気空気アダプタ。
【請求項２０】
　前記アダプタ電気空気接続組立体、前記アダプタ電気ポート組立体、および前記空気ポ
ートが、相互に異なる角度で方向付けられるように、前記電気空気アダプタが構築される
、請求項１３から１９のいずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項２１】
　前記内視鏡の前記漏れ試験ポートを、前記アダプタの前記空気ポートに空気式に接続す
る導管をさらに備える、請求項１３から２０のいずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項２２】
　前記空気ポートが、漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なく
とも１つに固定式に接続されている、請求項１３から２１のいずれかに記載の電気空気ア
ダプタ。
【請求項２３】
　前記電気空気アダプタの前記空気ポートが、漏れ試験器に接続される、請求項１３から
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１６のいずれかに記載の電気空気アダプタ。
【請求項２４】
　前記空気ポートが、前記バルーン膨張／収縮サブシステムに取り外し可能に接続される
、請求項１８に記載の電気空気アダプタ。
【請求項２５】
　漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空気接続組立体を含む内視鏡と、
　内視鏡電気光学サブシステムであって、前記内視鏡電気光学サブシステムと前記内視鏡
とが前記電気空気接続組立体において接続されるときに、前記内視鏡電気光学サブシステ
ムが前記漏れ試験ポートへのアクセスを妨げる態様で、前記内視鏡電気空気接続組立体を
介して前記内視鏡に接続可能である内視鏡電気光学サブシステムと、
　前記電気空気接続組立体において前記内視鏡に接続可能である電気空気アダプタであっ
て、
　　前記内視鏡の前記漏れ試験ポートに接続するための漏れ試験ポートコネクタを含むア
ダプタ電気空気接続組立体、
　　前記内視鏡電気光学サブシステムを接続可能であるアダプタ電気ポート組立体、およ
び
　　空気ポート
　を備える電気空気アダプタと
を備える内視鏡システムを使用する方法であって、
　前記電気空気アダプタを、前記電気空気接続組立体において前記内視鏡に接続するステ
ップと、
　前記内視鏡電気光学サブシステムを、前記電気空気アダプタの前記アダプタポート組立
体に接続するステップと、
　漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なくとも１つを、前記空
気ポートに接続するステップと
を備える、方法。
【請求項２６】
　前記接続するステップのうちの少なくとも１つが、取り外し可能に接続するステップを
備える、請求項２５に記載の内視鏡システムを使用する方法。
【請求項２７】
　前記漏れ試験器および前記バルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なくとも１つを
、前記空気ポートに接続する前記ステップが、前記漏れ試験器および前記バルーン膨張／
収縮サブシステムのうちの前記少なくとも１つを、前記内視鏡の内部容積に接続する、請
求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記アダプタの電気コネクタを、前記内視鏡の電気コネクタに接続するステップと、
　前記アダプタの空気コネクタ部分を、前記内視鏡電気空気接続組立体に接続するステッ
プと、
　接続のための前記漏れ試験ポートコネクタを、前記内視鏡の前記漏れ試験ポートに接続
するステップと
をさらに備える、請求項２５から２７のいずれかに記載の方法。
【請求項２９】
　前記内視鏡がバルーン内視鏡であり、前記方法が、
　前記バルーン膨張／収縮サブシステムを前記空気ポートに取り外し可能に接続するステ
ップをさらに備える、請求項２５から２８のいずれかに記載の方法。
【請求項３０】
　前記バルーン膨張／収縮サブシステムが、前記アダプタの前記空気ポート、前記内視鏡
の前記漏れ試験ポートおよび内部容積を介して、前記バルーンの膨張および収縮を実現す
る、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
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　前記アダプタの前記空気ポートが、前記漏れ試験器および前記バルーン膨張／収縮サブ
システムのうちの少なくとも１つに固定式に接続される、請求項２５から３０のいずれか
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の参照
　２０１５年４月３日に出願された「ＡＤＡＰＴＯＲ　ＦＯＲ　ＵＳＥ　ＷＩＴＨ　ＡＮ
　ＥＮＤＯＳＣＯＰＥ」と題する米国仮特許出願第６２／１７８，２０７号が、本明細書
により参照され、その記述は参照により本明細書に組み込まれ、３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．１．７
８（ａ）（１）に準じてその優先権が主張される。
【０００２】
　また、本出願人の公開ＰＣＴ特許出願ＷＯ２０１１／１１１０４０、ＷＯ／２０１２／
１２０４９２、ＷＯ／２０１４／０６８５６９、およびＷＯ２０１４／１８８４０２も参
照され、これらの開示が、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　本発明は、一般に内視鏡システムに関し、より詳細には内視鏡システムにおいて有用な
アダプタに関する。
【背景技術】
【０００４】
　様々な種類の内視鏡システムが知られている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、改善された内視鏡システムを提供しようとするものである。
　したがって、本発明の好ましい実施形態により、漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空
気接続組立体を含む内視鏡と、内視鏡電気光学サブシステムであって、内視鏡電気光学サ
ブシステムと内視鏡とが電気空気接続組立体において接続されるときに、内視鏡電気光学
サブシステムが漏れ試験ポートへのアクセスを妨げる態様で、内視鏡電気空気接続組立体
を介して内視鏡に接続可能である内視鏡電気光学サブシステムと、電気空気接続組立体に
おいて内視鏡に接続可能である電気空気アダプタであって、内視鏡の漏れ試験ポートに接
続するための漏れ試験ポートコネクタを含むアダプタ電気空気接続組立体、内視鏡電気光
学サブシステムを接続可能であるアダプタ電気ポート組立体、および空気ポートを含む電
気空気アダプタと、を含む内視鏡システムが提供される。
【０００６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、空気ポートは空気コネクタ組立体を含む。それに
加えてまたはその代わりに、電気空気アダプタは、電気空気接続組立体において内視鏡に
取り外し可能に接続可能である。その代わりにまたはそれに加えて、漏れ試験ポートは内
視鏡の内部容積と連通している。
【０００７】
　好ましくは、電気空気アダプタは、内視鏡の電気コネクタに接続するための電気コネク
タと、内視鏡電気空気接続組立体に接続するための空気コネクタ部分と、漏れ試験ポート
に接続するための漏れ試験ポートコネクタとを含む。
【０００８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、内視鏡はバルーン内視鏡であり、内視鏡システム
は、空気ポートに接続されるバルーン膨張／収縮サブシステムをさらに含む。それに加え
て、バルーン膨張／収縮サブシステムは、アダプタの空気ポート、内視鏡の漏れ試験ポー
トおよび内部容積を介してバルーンの膨張および収縮を実現するように適合される。
【０００９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、アダプタ電気空気接続組立体、アダプタ電気ポー
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ト組立体、および空気ポートが、相互に異なる角度で方向付けられるように、電気空気ア
ダプタが構築される。
【００１０】
　好ましくは、電気空気アダプタは、内視鏡の漏れ試験ポートを、アダプタの空気ポート
に空気式に接続する導管を含む。それに加えてまたはその代わりに、アダプタの空気ポー
トは、漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なくとも１つに固定
式に接続される。
【００１１】
　本発明の好ましい実施形態によれば、内視鏡システムは、空気ポートに接続された漏れ
試験器をさらに含む。
　好ましくは、バルーン膨張／収縮サブシステムは、空気ポートに取り外し可能に接続さ
れる。
【００１２】
　本発明の別の好ましい実施形態によれば、漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空気接続
組立体を含む内視鏡と共に使用するための電気空気アダプタであって、電気空気アダプタ
は、電気空気接続組立体において内視鏡に接続可能であり、内視鏡の漏れ試験ポートに接
続するための漏れ試験ポートコネクタを含むアダプタ電気空気接続組立体と、アダプタ電
気ポート組立体と、空気ポートとを含む、電気空気アダプタも提供される。
【００１３】
　本発明の好ましい実施形態によれば、空気ポートは空気コネクタ組立体を含む。それに
加えてまたはその代わりに、電気空気アダプタは、電気空気接続組立体において内視鏡に
接続可能である。好ましくは、漏れ試験ポートは内視鏡の内部容積と連通している。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、アダプタ電気空気接続組立体は、内視鏡電気空気
接続組立体に接続するための空気コネクタ部分と、漏れ試験ポートに接続するための漏れ
試験ポートコネクタとを含む。
【００１５】
　好ましくは、内視鏡はバルーン内視鏡であり、電気空気アダプタの空気ポートはバルー
ン膨張／収縮サブシステムに接続される。それに加えて、バルーン膨張／収縮サブシステ
ムは、アダプタの空気ポート、内視鏡の漏れ試験ポートおよび内部容積を介してバルーン
の膨張および収縮を実現するように適合される。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、アダプタ電気空気接続組立体、アダプタ電気ポー
ト組立体、および空気ポートが、相互に異なる角度で方向付けられるように、電気空気ア
ダプタが構築される。
【００１７】
　好ましくは、電気空気アダプタは、内視鏡の漏れ試験ポートを、アダプタの空気ポート
に空気式に接続する導管をさらに含む。
　本発明の好ましい実施形態によれば、空気ポートは、漏れ試験器およびバルーン膨張／
収縮サブシステムのうちの少なくとも１つに固定式に接続される。
【００１８】
　好ましくは、電気空気アダプタの空気ポートは、漏れ試験器に接続される。本発明の好
ましい実施形態によれば、空気ポートは、バルーン膨張／収縮サブシステムに取り外し可
能に接続される。
【００１９】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、漏れ試験ポートを有する内視鏡電気空
気接続組立体を含む内視鏡と、内視鏡電気光学サブシステムであって、内視鏡電気光学サ
ブシステムと内視鏡とが電気空気接続組立体において接続されるときに、内視鏡電気光学
サブシステムが漏れ試験ポートへのアクセスを妨げる態様で、内視鏡電気空気接続組立体
を介して内視鏡に接続可能である内視鏡電気光学サブシステムと、電気空気接続組立体に
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おいて内視鏡に接続可能である電気空気アダプタであって、内視鏡の漏れ試験ポートに接
続するための漏れ試験ポートコネクタを含むアダプタ電気空気接続組立体、内視鏡電気光
学サブシステムを接続可能であるアダプタ電気ポート組立体、および空気ポートを含む電
気空気アダプタとを含む内視鏡システムを使用する方法であって、電気空気アダプタを、
電気空気接続組立体において内視鏡に接続するステップと、内視鏡電気光学サブシステム
を、電気空気アダプタのアダプタポート組立体に接続するステップと、漏れ試験器および
バルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なくとも１つを、空気ポートに接続するステ
ップとを含む方法がさらに提供される。
【００２０】
　好ましくは、接続するステップのうちの少なくとも１つは、取り外し可能に接続するス
テップを含む。それに加えてまたはその代わりに、漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮
サブシステムのうちの少なくとも１つを、空気ポートに接続するステップは、漏れ試験器
およびバルーン膨張／収縮サブシステムのうちの少なくとも１つを、内視鏡の内部容積に
接続する。
【００２１】
　本発明の好ましい実施形態によれば、方法は、アダプタの電気コネクタを、内視鏡の電
気コネクタに接続するステップと、アダプタの空気コネクタ部分を、内視鏡電気空気接続
組立体に接続するステップと、接続のための漏れ試験ポートコネクタを、内視鏡の漏れ試
験ポートに接続するステップとをさらに含む。
【００２２】
　好ましくは、内視鏡はバルーン内視鏡であり、本方法は、バルーン膨張／収縮サブシス
テムを空気ポートに取り外し可能に接続するステップをさらに含む。それに加えて、バル
ーン膨張／収縮サブシステムは、アダプタの空気ポート、内視鏡の漏れ試験ポートおよび
内部容積を介して、バルーンの膨張および収縮を実現する。
【００２３】
　好ましくは、アダプタの空気ポートは、漏れ試験器およびバルーン膨張／収縮サブシス
テムのうちの少なくとも１つに固定式に接続される。
　本発明は、図面からより完全に理解され、認識されよう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の好ましい実施形態により構築され、動作する内視鏡システムの簡略図で
ある。
【図２Ａ】漏れ試験サブシステムへの接続を示す、本発明の別の好ましい実施形態により
構築され、動作するバルーン内視鏡システムの簡略図である。
【図２Ｂ】バルーン膨張／収縮サブシステムへの接続を示す、本発明の別の好ましい実施
形態により構築され、動作するバルーン内視鏡システムの簡略図である。
【図３Ａ】図１、図２Ａ、および図２Ｂの内視鏡システムの一部を形成する電気空気アダ
プタの組立図である。
【図３Ｂ】図１、図２Ａ、および図２Ｂの内視鏡システムの一部を形成する電気空気アダ
プタの組立断面図であり、図３ＡのＩＩＩＢ－ＩＩＩＢ線に沿って切り取られた断面図で
ある。
【図３Ｃ】図１、図２Ａ、および図２Ｂの内視鏡システムの一部を形成する電気空気アダ
プタの分解図である。
【図４】図４Ａは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成する第１の空気コネ
クタ要素の簡略図である。　図４Ｂは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成
する第１の空気コネクタ要素の簡略図である。　図４Ｃは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気ア
ダプタの一部を形成する第１の空気コネクタ要素の簡略図であり、図４ＡのＩＶＣ－ＩＶ
Ｃ線に沿って切り取られた断面図である。
【図５Ａ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの本体部分の簡略図である。
【図５Ｂ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの本体部分の簡略図であり、図５Ａとは反
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対の方向に沿って示される図である。
【図５Ｃ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの本体部分の簡略図であり、図５ＡのＶＣ
－ＶＣ線に沿って切り取られた断面図である。
【図５Ｄ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの本体部分の簡略図であり、図５ＡのＶＣ
－ＶＣ線に沿って切り取られた断面平面図である。
【図６】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成するアダプタ電気コネクタ組立
体の簡略図である。
【図７】図７Ａは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成する電気コネクタ支
持ブロックの簡略図である。　図７Ｂは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形
成する電気コネクタ支持ブロックの簡略図である。　図７Ｃは、図３Ａ～図３Ｃの電気空
気アダプタの一部を形成する電気コネクタ支持ブロックの簡略図であり、図７ＡのＶＩＩ
Ｃ－ＶＩＩＣ線に沿って切り取られた断面図である。
【図８】図８Ａは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成するバヨネット接続
サブ組立体の簡略図である。　図８Ｂは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形
成するバヨネット接続サブ組立体の簡略図であり、図８Ａとは反対の方向に沿って示され
る図である。　図８Ｃは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成するバヨネッ
ト接続サブ組立体の簡略図であり、図８ＡのＶＩＩＩＣ－ＶＩＩＩＣ線に沿って切り取ら
れた断面図である。　図８Ｄは、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの一部を形成するバ
ヨネット接続サブ組立体の簡略図であり、図８ＡのＶＩＩＩＤ－ＶＩＩＩＤ線に沿って切
り取られた、図８Ｃとは反対の方向に沿って示される断面図である。
【図９Ａ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの、本体部分がなく、バヨネット接続サブ
組立体がない簡略図である。
【図９Ｂ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの、本体部分がなく、バヨネット接続サブ
組立体がない簡略図であり、図９Ａとは反対の方向に沿って示される図である。
【図９Ｃ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの、本体部分がなく、バヨネット接続サブ
組立体がない簡略図であり、図９ＡのＩＸＣ－ＩＸＣ線に沿って切り取られた断面図であ
る。
【図９Ｄ】図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの、本体部分がなく、バヨネット接続サブ
組立体がない簡略図であり、図９ＡのＩＸＣ－ＩＸＣ線に沿って切り取られた断面平面図
である。
【図１０Ａ】図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する内視鏡に対
する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図である。
【図１０Ｂ】図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する内視鏡に対
する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図である。
【図１１Ａ】図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する電気光学サ
ブシステムに接続されるときの図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを
示す簡略図である。
【図１１Ｂ】図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する電気光学サ
ブシステムに接続されるときの図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを
示す簡略図である。
【図１２Ａ】図２Ａのバルーン内視鏡システムの一部を形成する漏れ試験サブシステムに
接続されるときの図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図で
ある。
【図１２Ｂ】図２Ａのバルーン内視鏡システムの一部を形成する漏れ試験サブシステムに
接続されるときの図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図で
ある。
【図１３Ａ】図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する膨張／収縮サブシステム
に対する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図である。
【図１３Ｂ】図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する膨張／収縮サブシステム
に対する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの１つの動作の向きを示す簡略図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の好ましい実施形態により構築され、動作する内視鏡システムの簡略図である図
１をここで参照する。
　図１でわかるように、内視鏡１０２を備える内視鏡システム１００が提供され、内視鏡
１０２は、Ｗｅｎｄｅｎｓｔｒａｓｓｅ，１４－１８，２００９７，ハンブルグ，ドイツ
にあるオリンパスヨーロッパＧｍｂＨ社から市販されているＣＦ－Ｈ１８０ＡＬ結腸内視
鏡などの適切な従来型の内視鏡とすることができる。内視鏡１０２は、内視鏡１０２の内
部容積１０７と連通している漏れ試験ポート１０６を含む内視鏡電気空気接続組立体１０
４を含み、空気コネクタ部分１０８と、複数の雄ピン１１２を含む電気コネクタ１１０と
を含む。
【００２６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、電気空気アダプタ１２０が提供され、電気空気ア
ダプタ１２０は、内視鏡電気空気接続組立体１０４において内視鏡１０２に取り外し可能
に接続可能であり、内視鏡１０２の電気コネクタ１１０に接続するための複数のピンを備
える電気コネクタ１２１と、内視鏡電気空気接続組立体１０４の空気コネクタ部分１０８
に接続するための空気コネクタ部分１２２と、漏れ試験ポート１０６に係合する漏れ試験
ポートコネクタ１２３とを含む。また電気空気アダプタ１２０は、内視鏡電気光学サブシ
ステム１２６のコネクタ１２５を接続可能なアダプタ電気ポートコネクタ１２４と、漏れ
試験サブシステムコネクタ１３２を介して漏れ試験サブシステム１３０に接続するための
空気コネクタ組立体１２８とを含む。漏れ試験サブシステムコネクタ１３２は、任意の適
切な空気コネクタであってもよく、好ましくは、１０４　Ｊｕｌｉｕｓ－Ｖｏｓｓｅｌｅ
ｒ　Ｓｔ．，２２５２７，ハンブルグ，ドイツにあるペンタックスヨーロッパＧｍｂＨ社
から市販されているＳＨＡ－Ｐ５モデルなどの従来型漏れ試験器の一部を形成する従来型
コネクタと同様である。
【００２７】
　本発明の好ましい実施形態によれば、漏れ試験サブシステム１３０は、漏れ試験ポート
１０６を介して内視鏡１０２の内部容積１０７と連通する。
　内視鏡電気光学サブシステム１２６は、Ｗｅｎｄｅｎｓｔｒａｓｓｅ，１４－１８，２
００９７，ハンブルグ，ドイツにあるオリンパスヨーロッパＧｍｂＨ社から市販されてい
るＣＶ－１８０ビデオプロセッサなどの従来型の内視鏡電気光学サブシステムである。
【００２８】
　内視鏡による検査を実施する際に内視鏡１０２を従来通り臨床で使用している間、当技
術分野において知れられているように、内視鏡１０２は、コネクタ１２５を内視鏡電気空
気接続組立体１０４に接続することによって、内視鏡電気光学サブシステム１２６に直接
接続され、それにより、内視鏡の処置中に漏れ試験ポート１０６へのアクセスを妨げるこ
とが理解される。さらに、前記内視鏡電気光学サブシステム１２６と前記内視鏡１０２と
が前記電気空気接続組立体１０４において接続されるとき、漏れ試験ポート１０６への、
したがって内視鏡１０２の内部容積１０７への空気のアクセスを妨げることによって、内
視鏡検査中の内視鏡１０２の漏れ試験が防止されることが理解される。
【００２９】
　本発明の特定の特徴は、電気空気アダプタ１２０によって、内視鏡１０２と内視鏡電気
光学サブシステム１２６との電気接続と、漏れ試験器１３０などの外部空気デバイスと内
視鏡１０２の漏れ試験ポート１０６との空気連通とを、同時に行うことが可能になり、そ
れにより内視鏡検査中に内視鏡１０２の漏れ試験が可能になることである。
【００３０】
　本発明の別の好ましい実施形態により構築され、動作するバルーン内視鏡システムの簡
略図である図２Ａをここで参照する。
　図２Ａでわかるように、バルーン内視鏡２０２を備えるバルーン内視鏡システム２００
が提供され、バルーン内視鏡２０２は、１０　Ｈａｙｅｔｓｉｒａ通り，４３６６３５６
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，ラアナナ，イスラエルにあるスマートメディカルシステムズ社から市販されているＧ－
ＥＹＥ（商標）Ｈ１８０ＡＬ結腸内視鏡などの適切な従来型バルーン内視鏡とすることが
できる。バルーン２０４を含むことを除けば、バルーン内視鏡２０２は、すべての関連す
る点において内視鏡１０２（図１）と同一であってもよく、バルーン内視鏡システム２０
０は、すべての関連する点において内視鏡システム１００と同一であってもよく、同一の
要素は、同一の参照番号によって示される。アダプタ１２０は、コネクタ１３２を介して
漏れ試験サブシステム１３０に接続される。
【００３１】
　本発明の特定の特徴は、電気空気アダプタ１２０によって、バルーン内視鏡２０２と内
視鏡電気光学サブシステム１２６との電気接続と、漏れ試験器１３０などの外部空気デバ
イスとバルーン内視鏡２０２の漏れ試験ポート１０６との空気連通とを、同時に行うこと
が可能になり、それにより内視鏡検査中にバルーン内視鏡２０２の漏れ試験が可能になる
ことである。バルーン内視鏡システム２２０の簡略図である図２Ｂをここで参照し、バル
ーン内視鏡システム２２０は、図２Ａのバルーン内視鏡システム２００と同一であるが、
図２Ａの実施形態における漏れ試験サブシステム１３０ではなく、コネクタ１３２と同一
であり得るコネクタ２３２を介して、膨張／収縮サブシステム２３０に接続されている。
本発明の好ましい実施形態によれば、膨張／収縮サブシステムは、漏れ試験ポート１０６
を介して内視鏡の内部容積と連通しており、内部容積１０７を介してバルーン２０４の膨
張および収縮を実現する。
【００３２】
　内視鏡検査を実施している間、当技術分野で一般的に知られているようにコネクタ１２
５を内視鏡電気空気接続組立体１０４に接続することによって、バルーン内視鏡２０２が
内視鏡電気光学サブシステム１２６に直接接続されていたならば、漏れ試験ポート１０６
へのアクセスが妨げられることになり、結果的に、内視鏡検査中に膨張／収縮サブシステ
ム２３０による内部容積１０７を通じたバルーン２０４の膨張および収縮が妨げられたで
あろうことが理解される。
【００３３】
　本発明の特定の特徴は、電気空気アダプタ１２０によって、バルーン内視鏡２０２と内
視鏡電気光学サブシステム１２６との電気接続と、膨張／収縮サブシステム２３０などの
外部空気デバイスとバルーン内視鏡２０２の内部との漏れ試験ポート１０６を介した空気
連通とを、同時に行うことが可能になり、それにより内視鏡検査中にバルーン内視鏡２０
２のバルーン２０４の膨張および収縮が可能になることである。
【００３４】
　図１および図２の内視鏡システムの一部を形成する電気空気アダプタ１２０のそれぞれ
組立図、組立断面図、および分解図である図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃを、ここで参照
する。
【００３５】
　図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃでわかるように、電気空気アダプタ１２０は、内視鏡電
気空気接続組立体１０４（図１）に接続するための、本体部分３００、アダプタ電気コネ
クタ組立体３０２、電気コネクタ支持ブロック３０４、およびバヨネットコネクタ組立体
３０６を備える。保持シム３０７、３０８、および３０９は、アダプタ電気コネクタ組立
体３０２を本体部分３００に保持するために使用される。
【００３６】
　空気導管３１０は、電気コネクタ支持ブロック３０４に形成されたチャネル３１２を通
って延在し、その一端３１４において空気コネクタ組立体１２８（図１）に結合される。
空気コネクタ組立体１２８が第１および第２の空気コネクタ要素３１６および３１８を含
むことが、図３Ｂおよび図３Ｃで明確にわかる。
【００３７】
　ここで参照する図４Ａ～図４Ｃに第１の空気コネクタ要素３１６が示されており、第１
の空気コネクタ要素３１６は、長手方向軸３２２を有する概して円形の円筒状部分３２０
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を含み、その円筒状部分３２０は、長手方向軸３２２に対して概して垂直な平面に延在す
る概して正方形のフランジ部分３２４と一体形成される。内側部分３２６は、フランジ部
分３２４から内方に延在しており、長手方向軸３２２と交わりそれに垂直な軸３３２に沿
って延在するボア３２８を含む。
【００３８】
　概して円形の円筒状部分３２０は、外側ボア部分３３４を含み、その内方に内側ボア部
分３３６が画成され、これらの両方が長手方向軸３２２に沿って延在している。内側ボア
部分３３６はボア３３８で終わり、ボア３３８も長手方向軸３２２に沿って延在し、９０
度の接合部３４０においてボア３２８と交わりそれに接合している。
【００３９】
　第２の空気コネクタ要素３１８は、１０４　Ｊｕｌｉｕｓ－Ｖｏｓｓｅｌｅｒ　Ｓｔ．
，２２５２７，ハンブルグ，ドイツにあるペンタックスヨーロッパＧｍｂＨ社から市販さ
れているＥＯＧバルブ組立体モデル番号Ｄ２０１－Ｖ２３３０－１などの従来型の空気コ
ネクタであってもよい。
【００４０】
　空気導管３１０は、その端部３５０において漏れ試験ポート１０６（図１）に結合され
るように配置されており、端部３５０は、漏れ試験ポートコネクタ１２３（図１）を構成
し、好ましくはＯリング３５２が装着されている。
【００４１】
　ここで参照する図５Ａ～図５Ｄに本体部分３００が示される。図５Ａ～図５Ｄでわかる
ように、本体部分３００は、長手方向軸４００周りに配置された概して円形の左右対称の
一体形成された要素であり、概して円形の円筒状内側面４０４および概して円形の円筒状
外側面４０６を有する第１の概して円形の円筒状部分４０２を含む。概して円形の円筒状
外側面４０６上に、複数の相互に離間した概して矩形の径方向突出部４０８が形成されて
おり、その方位角方向の分配が、図５Ａの断面図部分に示される。
【００４２】
　概して円形の円筒状外側面４０６は、縁部４１０から、浅い周方向の切下げ部４１２ま
で延在している。切下げ部４１２には、複数の相互に離間した径方向に延在する孔４１６
が形成されている周方向突出部４１４が隣接している。概して円形の円筒状内側面４０４
は、縁部４１０から肩部４１８まで延在している。
【００４３】
　第１の概して円形の円筒状部分４０２には、概して円形の円筒状内側面４２４および概
して円形の円筒状外側面４２６を有する第２の概して円形の円筒状部分４２２が、軸方向
に隣接している。
【００４４】
　概して円形の円筒状外側面４２６は、肩部４２８から概して円形のフランジ４３０まで
軸方向に延在しており、そのフランジ４３０には、相対的切下げ部分４３２が軸方向に隣
接している。概して円形の円筒状外側面４２６は、側部孔４３６が形成された周方向突出
部４３４を含む。概して円形の円筒状内側面４２４は、肩部４１８から肩部４３８まで延
在しており、側部孔４３６を囲む側部凹所４４０を含む。
【００４５】
　第２の概して円形の円筒状部分４２２には、概して円形の円筒状内側面４４４および概
して円形の円筒状外側面４４６を有する第３の概して円形の円筒状部分４４２が、軸方向
に隣接している。
【００４６】
　概して円形の円筒状外側面４４６は、フランジ４３４から縁部４４８まで延在しており
、縁部４４８に隣接する前方切下げ部分４５０および面取り部分４５２を含む。概して円
形の円筒状内側面４４４は、肩部４３８から縁部４４８まで延在している。概して円形の
円筒状内側面４４４内に、その内側面４４４に隣接して、相互に方位角方向に離間した保
持シム３０７、３０８、および３０９（図３Ｃ）が配設されており、それらの保持シムは
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、アダプタ電気コネクタ組立体３０２を本体部分３００に保持するために使用される。シ
ム３０７、３０８、および３０９は、好ましくは、ねじ４５４によって本体部分に取り付
けられ、ねじ４５４は、本体部分３００に形成された孔４５６を介して、それに対応する
ように位置付けられた、シム３０７、３０８、および３０９の外側面に形成されたねじ切
りされた凹所４５８内に延在する。
【００４７】
　シム３０７、３０８、および３０９は、アダプタ電気コネクタ組立体３０２を本体部分
３００に挿入した後でのみ、本体部分に３００に取り付けられ、それらの間に周方向縁部
凹所４６０、および周方向縁部凹所４６０から肩部４３８まで延在する複数の軸方向凹所
４６２を画成するように位置付けられる。
【００４８】
　複数の径方向に延在する孔４６４が、第３の概して円形の円筒状部分４４２に形成され
、径方向外方に延在するピン４６６をその中で保持する。
　ここで参照する図６にアダプタ電気コネクタ組立体３０２が示され、アダプタ電気コネ
クタ組立体３０２はベース要素５００を含み、ベース要素５００は、それを貫通して第１
の概して平坦な面５０４から第２の概して平坦な面５０６まで延在する複数の相互に離間
したピン孔５０２を有する。第２の平坦な面５０６には、方位角方向に向けられた突出部
５０８が設けられる。
【００４９】
　ベース要素５００には複数の電気接触ピン組立体５１０が、１つのピン取付け孔５０２
につき１つ、ベース要素５００を貫通して延在するように取り付けられる。電気接触ピン
組立体５１０のそれぞれは、好ましくは、ベース要素５００に収まりそれを貫通して延在
するように構成された雄ピン要素５２０、概して円形の円筒状中間ピンシャフト５２２、
および雌ピン要素５２４を含む。
【００５０】
　雄ピン要素５２０は、好ましくは一体形成された要素であり、軸方向ピン部分５３０、
および中間ピンシャフト５２２の第１の端部を保持可能に受けるためのソケット５３２を
含む。概して円形の円筒状中間ピンシャフト５２２は、好ましくは細長いシャフトであり
、好ましくは弾性をもたらすようにそこに形成された端部スリット５３４を有する。雌ピ
ン要素５２４は、好ましくは一体形成された中空の円筒状要素であり、その一方の端部が
、中間ピンシャフト５２２の第２の端部を保持可能に受けるためのソケット５３６を画成
する。
【００５１】
　ここで参照する図７Ａ～図７Ｃに電気コネクタ支持ブロック３０４が示される。図７Ａ
～図７Ｃでわかるように、電気コネクタ支持ブロック３０４は、軸５５０に沿って延在す
る好ましくは一体形成された概して円筒形の要素であり、好ましくはＤＥＬＲＩＮ、ＡＢ
Ｓ、またはＯＫＯＬＯＮなどの誘電体材料から形成される。
【００５２】
　電気コネクタ支持ブロック３０４は、好ましくは、ブロック３０４の第１の端部５５４
からブロック３０４の第２の端部５５６まで延在する複数の貫通した概して円形の円筒状
ボア５５２を有して形成される。ボア５５２は、第１の端部５５４からその延在部５５７
のほとんどに沿って概して一定の断面半径を有し、第２の端部５５６に隣接する断面半径
がより小さい短い延在部５５８を有する。それぞれの電気接触ピン組立体５１０は、ボア
５５２の延在部５５７内で保持される。方位角方向に向けられた突出部５０８（図６）を
収容するために、ブロック３０４の第１の端部５５４に凹所５５９が形成される。
【００５３】
　特に図７Ｃでわかるように、チャネル３１２は凹所５６０で終わり、凹所５６０は、外
部凹所５６２内にあり、凹所５６０と外部凹所５６２とが、第１の空気コネクタ要素３１
６の端部を収容する。
【００５４】
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　ここで参照する図８Ａ～図８Ｄには、バヨネットコネクタ組立体３０６が示される。バ
ヨネットコネクタ組立体３０６の全体的な構造および動作は、Ｗｅｎｄｅｎｓｔｒａｓｓ
ｅ，１４－１８，２００９７，ハンブルグ，ドイツにあるオリンパスヨーロッパＧｍｂＨ
社から市販されているオリンパスＭＡＪ－１４３０Ｐｉｇｔａｉｌのバヨネットコネクタ
組立体と同様である。簡単に述べると、バヨネットコネクタ組立体３０６は、１対の傾斜
した周方向のバヨネットピン受けスリット５７２が形成された主円筒状部分５７０を含む
。前方部分５７６および後方部分５７８を含むロックリング組立体５７４は、従来の態様
で主円筒状部分５７０と協働し、好ましくは従来の態様でばねにより付勢されている。従
来のバヨネットコネクタ組立体３０６の詳細は、詳しく示されないまたは記述されない。
【００５５】
　図９Ａ～図９Ｄは、上で詳細に記述した要素３０２、３０４、３１０、３１６、および
３１８の組立体を示す。
　図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する内視鏡に対する、図３
Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの２つの動作の向きを示す簡略図である図１０Ａおよび図
１０Ｂを、ここで参照する。図１０Ａでは、電気空気アダプタ１２０は、バルーン内視鏡
２０２から完全に接続解除されていることがわかる。
【００５６】
　図１０Ｂでは、空気導管３１０がその端部３５０（漏れ試験ポートコネクタ１２３（図
１）を構成し、Ｏリング３５２が装着されている）においてバルーン内視鏡２０２の漏れ
試験ポート１０６（図１）に封止結合されるように、電気空気アダプタ１２０がバルーン
内視鏡２０２に接続されていることがわかる。また、バルーン内視鏡２０２の電気コネク
タ１１０の雄ピン１１２が、アダプタ１２０の電気接触ピン組立体５１０の対応する雌ピ
ン要素５２４にそれぞれ挿入されていることもわかる。
【００５７】
　図２Ａおよび図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する電気光学サブシステム
に対する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの２つの動作の向きを示す簡略図である図
１１Ａおよび図１１Ｂを、ここで参照する。図１１Ａでは、電気空気アダプタ１２０はバ
ルーン内視鏡２０２に接続されているが、電気光学サブシステム１２６およびコネクタ１
２５（図１）からは完全に接続解除されていることがわかる。
【００５８】
　図１１Ｂでは、アダプタ１２０の電気接触ピン組立体５１０の軸方向ピン部分５３０が
、コネクタ１２５の対応するピンソケットにそれぞれ挿入されていることがわかる。また
、アダプタ１２０の電気接触ピン組立体５１０の雄ピン５２０は、コネクタ１２５の対応
する雌ピンソケット５８０にそれぞれ挿入されていることがわかる。
【００５９】
　図２Ａのバルーン内視鏡システムの一部を形成する漏れ試験サブシステムに対する、図
３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの２つの動作の向きを示す簡略図である図１２Ａおよび
図１２Ｂを、ここで参照する。図１２Ａでは、電気空気アダプタ１２０がバルーン内視鏡
２０２に接続され、コネクタ１２５（図１）を介して電気光学サブシステム１２６に接続
されているが、漏れ試験サブシステム１３０からは完全に接続解除されていることがわか
る。
【００６０】
　図１２Ｂでは、第２の空気コネクタ要素３１８が、コネクタ１３２を介して漏れ試験サ
ブシステム１３０に接続されていることがわかり、コネクタ１３２は、好ましくは従来の
態様で第２の空気コネクタ要素３１８にバヨネット接続される。
【００６１】
　図２Ｂのバルーン内視鏡システムの一部を形成する膨張／収縮サブシステム２３０に対
する、図３Ａ～図３Ｃの電気空気アダプタの２つの動作の向きを示す簡略図である図１３
Ａおよび図１３Ｂを、ここで参照する。図１３Ａでは、電気空気アダプタ１２０がバルー
ン内視鏡２０２に接続され、コネクタ１２５（図１）を介して電気光学サブシステム１２
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６に接続されているが、膨張／収縮サブシステム２３０およびコネクタ２３２からは完全
に接続解除されていることがわかる。
【００６２】
　図１３Ｂでは、第２の空気コネクタ要素３１８が、コネクタ２３２を介して膨張／収縮
サブシステム２３０に接続されていることがわかり、コネクタ２３２は、好ましくは従来
の態様で第２の空気コネクタ要素３１８にバヨネット接続される。
【００６３】
　本発明の範囲は、上で特に示され記述された内容によって限定されないことが、当業者
によって理解されよう。むしろ、本発明の範囲は、従来技術にはない上述された特徴の組
合せおよび部分組合せ、ならびにそれらの修正形態を含む。
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